
り
－

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

）

　
　
甜

　
　
蛎

』5
口89号口
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火
の
用
心
．
心
で
用
心
、
目
で
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
～
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
春
季
火
災
予
防
運
動
ー

　
最
近
十
日
町
地
域
で
は
、
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
・
消

防
団
で
は
、
四
月
一
日
～
七
日
ま
で

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
重
点
目
標

一
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し

た
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

二
、
家
庭
で
の
防
火
対
策
の
推
進

三
、
防
火
対
象
物
の
防
火
安
全
確
保

四
、
防
火
機
器
等
の
普
及
の
推
進

五
、
異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
、
消
防
団

員
が
各
事
業
所
、
危
険
物
施
設
の
ほ

か
火
の
元
検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
に
、
郡
市
内
で
三
十

五
件
の
火
災
が
発
生
し
、
四
千
五
百

万
円
も
の
損
害
額
を
出
し
て
い
ま
す
。

謙
燭
編
一

程
市
物
－
o
後
血

　
　
　
町
織
前
午
献

日
日
芳
午
～
今

　
　
　
＋
関
　
も
　
　
ず

車
　
　
れ
　
わ

血
麟
吋
　
ω

献
1
3
1
9
は
　
日

　
　
　
月
月
　
間
　
　
明

　
　
　
4
4
　
時

　
毎
年
春
に
は
田
畑
の
周
囲
の
枯
草

焼
や
山
菜
取
り
の
タ
バ
コ
の
火
の
不

始
未
か
ら
林
野
火
災
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
政
の
進
展
、
文
化
の

向
上
、
福
祉
の
増
進
な
ど
に
功
労
の

あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
「
十
日
町
市

ほ
う
賞
規
則
」
に
基
づ
き
、
つ
ぎ
の

皆
さ
ん
を
市
政
功
労
者
と
し
て
、
三

月
三
十
一
日
市
役
所
で
表
彰
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
表
彰
者

　
●
自
治
功
労

　
風
間
又
五
郎
（
長
里
）
、
庭
野
重

政
（
赤
倉
）
、
青
山
忠
作
（
諏
訪
町
）

野
村
重
一
（
山
本
町
一
）
、
高
橋
利

男
（
高
田
町
四
）
、
目
黒
操
（
寿
町

四
）
、
柳
フ
ヂ
ノ
（
六
箇
山
谷
）

小
海
サ
キ
（
名
ヶ
山
）

　
●
教
育
・
文
化
功
労

　
山
内
軍
平
（
本
町
三
）
、
佐
野
良

吉
（
稲
荷
町
三
東
）
、
根
津
孝
二
（
学

校
町
一
）
、
藤
田
つ
ね
子
（
新
保
）

　
●
産
業
功
労

　
滝
沢
健
治
（
西
本
町
二
）
、
上
村

徳
蔵
（
高
田
町
三
南
）
、
服
部
優
（
泉

町
）
、
田
村
ナ
ッ
（
新
座
第
二
）
樋

口
健
一
（
中
条
上
町
）
、
水
落
長
平

（
漉
野
）

　
●
土
地
改
良
功
労

　
柳
儀
一
（
吉
田
山
谷
）

　
●
福
祉
功
労

　
武
田
文
雄
（
土
市
第
一
）

　
●
防
災
功
労

　
阿
部
徳
栄
（
川
原
町
）
、
伊
藤
正

（
稲
荷
町
三
北
）
、
岩
田
熊
二
（
新

水
）　

●
寄
付
功
労

　
関
口
潔
（
加
賀
糸
屋
町
）

火災・救急・などの通報

　　　はつぎの要領で

　火災や救急など「119」への連絡は、あ

わてないで次の要領でおねがいします。

通報者　「119」をまわす。

消防署　「ハイ消防署です。火事ですか

　救急ですか？」

通報者　「火事です」

消防署　　「場所はどこですか？」

通報者　　「○○地区の山川一郎宅です」

消防署　　「近所に目標となるものがあり

　ますか？」

通報者　　「××小学校の東側です」

消防署　「わかりました」

　※　火災以外の場合にも、大体これに

　準じて通報してください。救急の場合

　には「どうしましたか」とけがの内容

　や急病の容態もお聞きしますので落ち

　ついてお答えください。

「
囲
鯉
鴛
鯉
距
臼
鱒
鱒
鱒
聾
臼
臼
鱒
距
酵
鱒
鱒
鱒
鱒
鱒
鱒
ー
鰹
臼
臼
■

皿
市
民
と
語
る
日
に
つ
い
て
　
㎜

罵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

溜
　
例
年
＼
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
「
市
民
と
語
る
日
」
を
実
施
し
　
臨

胤
　
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

筆
フ
茜
星
躍
統
薯
選
挙
の
期
間
中
で
も
あ
り
中
㎜

醤
止
し
．
今
後
に
つ
い
て
は
新
市
長
の
方
針
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。
　
寓

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

持
家
住
宅
資
金
を
貸
付
け

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
が
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
●
県
内
に
自
分
が
住
む
た
め
の
住

宅
を
建
設
（
新
築
購
入
、
増
改
築
を

含
む
）
し
よ
う
と
す
る
人

　
●
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、
前

年
一
年
間
の
収
入
金
額
か
所
得
金
額

が
次
の
額
以
下
の
人

　
ω
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
百
万
円

　
＠
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
百
二
十
五
万
円

　
●
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
八

年
度
第
一
回
個
人
住
宅
資
金
の
融
資

を
受
け
て
住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増

改
築
に
つ
い
て
は
公
庫
利
用
を
問
い

ま
せ
ん
）

貸
付
内
容

　
貸
付
限
度
額
…
新
築
四
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
増
改
築
二
百
万
円

　
●
利
率
及
び
償
還
期
間

新
　
潟
　
県
　
1

　
　
●
木
造
百
三
十
五
㎡
以
下
…
…
年

　
四
・
五
％
、
十
五
年
以
内

　
　
●
木
造
百
三
十
五
㎡
を
超
え
る
も

　
の
と
非
木
造
…
…
年
六
・
○
％
、
十

年
以
内

受
付
期
問

　
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日
ま
で

申
込
み
受
付

　
市
内
の
取
扱
金
融
機
関
窓
口

　
詳
細
は
市
建
設
課
建
築
住
宅
係

（
盈
七
ー
三
二
一
内
線
二
五
〇
）
ヘ

　
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

　
　
　
　
夏
タ
イ
ヤ
に

　
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
凍
結
道
路
の

安
全
走
行
性
な
ど
か
ら
広
く
普
及
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

舗
装
道
路
の
破
損
、
や
、
そ
の
摩
耗
粉

じ
ん
に
よ
る
公
害
問
題
な
ど
も
タ
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
県
の
公
用
車
に
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
を
す
る

な
ど
対
策
を
進
め
で
い
ま
す
が
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
公
害
を
無
く
す
た

め
に
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
装
着
の

必
要
が
無
く
な
り
し
だ
い
、
直
ち
に

夏
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

「一一
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国
の
有
利
な
補
助
制
度
を
利
用
し

て
、
造
林
、
保
育
を
行
い
、
水
資
源

を
か
ん
養
し
、
我
家
の
森
林
を
造
成

し
ま
し
ょ
う
。

　
森
林
総
合
整
備
事
業
で
は
、
林
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

を
国
が
林
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定

し
、
高
率
の
補
助
金
を
交
付
し
、
林

業
地
の
育
成
を
図
る
事
業
で
す
。

指
定
地
区
　
十
日
町
市
の
全
域

事
業
期
問
　
昭
和
五
十
四
年
度
～
五

十
八
年
度
（
最
終
年
度
）

補
助
該
当
種
目
　
ω
造
林
（
新
植
）

造林補助事業内容1・アール（1反歩当たり）

＠
下
刈
、
0
除
間
伐
、
ω
雪
起
し
、

ω
作
業
路
開
設

申
込
期
日
　
四
月
三
十
日
ま
で
に
、

十
日
町
森
林
組
合
（
費
八
－
三
一
一

五
番
）
へ

事
業
の
内
容
　
左
表
の
と
お
り
で
す

そ
の
他
　
ω
苗
場
山
麓
開
発
予
定
地

は
補
助
対
象
外
で
す
。
補
助
金
は
予

算
の
範
囲
内
で
す
か
ら
若
干
下
廻
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
費

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
五
）
か

森
林
組
合
（
盈
八
ー
三
＝
五
番
）
へ
。

区分 項目 条　件 対象面積 対象林齢 概　算
事業費

’
予
　
定
補 助金

予定自己

負担金

造　林
（新植〉

並　通見
旭
　 林

斜面（平坦地）
原則として30アール

　（3反歩〉以上

79，000

　～

81，000

52，000

27，000

　～

29，000

階　段

造　林

斜面（20度以上）

ブルドーザー施行

30アール（3反歩）

以上

99，000

　～
101，000

81，000

18，000

　～

20，000

育　林

下　刈
不良木を全面伐

採する。

原則として30アール

　（3反歩）以上

1年生
　～

10年生

（肥料は

含まず）

7，500

3，000
　～

4，500

3，000
　～

4，500

除間伐
成立本数の10％

以上伐採する。

11年生
　～

25年生
施業率及

び林齢に

より異な
る。

3，600
　～

5，400 施業率及
び林齢に

より異な
る。

雪起し
成立本数の30％
以上施業する。

（縄起しが条件）

6年生
　～

25年生

6，800
　～

14，400

作業路開設
造林及び除間伐

に必要な場合

作業する面積により廷長は異

なる。

2，500
　～

2，600

1，800
　～

2，000

600

～
700

摘　　　　要

事業費及ぴ自己負担額については、下記事項により異なる。

　　①雑木の大きさ、密度

　　②道路の条件

　　③傾斜度

根
　
”
緑
の
羽
根
”
は
、
国
土
緑
化
を
お

し
進
め
る
国
民
運
動
の
一
つ
と
し
て

の
街
頭
募
金
で
、
市
民
の
緑
化
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
高
め
、
募
金
の
成

果
で
、
校
庭
の
緑
化
や
学
校
林
の
造

成
、
社
会
福
祉
施
設
や
公
園
の
樹
木

の
手
入
れ
、
植
樹
や
植
林
を
行
っ
て

　
　
　
妊
産
婦
・

“
緑
の
羽
根
”
募
金
に

ご
協
力
を
四
月
百
～
三
吉

国
土
の
保
全
に
つ
と
め
る
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
で
も
、
市
役
所
、
公
民

館
本
館
及
び
地
区
公
民
館
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
十
日
町
中
、
南
中
、
野

中
緑
の
少
年
団
に
よ
る
街
頭
募
金
も

行
わ
れ
ま
す
。
　
”
緑
の
羽
根
”
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

乳
児
医
療
費
の

助
成
制
度
が
変
更
に

　
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
妊
産

婦
医
療
費
の
助
成
は
廃
止
さ
れ
、
乳

児
医
療
の
助
成
は
一
部
改
正
し
継
続

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
妊
産
婦
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す

が
、
経
過
措
置
と
し
て
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
妊
娠
届
を
す
ま
せ
た
人
は

次
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

届
出
期
間
　
五
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

個
人
負
担
分
と
助
成
分
　
外
来
一
ヵ

月
四
百
円
と
入
院
一
日
に
付
三
百
円

（
二
ヵ
月
限
度
）
は
個
人
負
担
、
そ

れ
以
外
は
公
費
で
助
成
し
ま
す
。
助

成
期
間
は
届
出
月
の
翌
月
か
ら
出
産

月
の
翌
月
末
日
ま
で
で
す
。

　
※
四
月
以
降
の
妊
娠
届
分
は
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
乳
児
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
以
降
に
出
生
し
た
乳
児

に
つ
い
て
は
、
外
来
一
ヵ
月
四
百
円

と
入
院
一
日
に
付
三
百
円
（
二
ヵ
月

限
度
）
の
個
人
負
担
が
か
か
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
は
公
費
で
助
成
さ
れ

ま
す
。
助
成
期
間
は
、
出
生
の
日
か

ら
満
一
歳
に
な
っ
た
日
と
同
じ
月
の

月
末
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
3
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
ず
　
っ
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

バ
イ
ク
　
5
0
㏄
・
9
0
㏄

中
　
古

相
談
で

婦
人
用
自
転
車

中
　
古

相
談
で

乾
燥
機
（
洗
濯
用
）

〃

〃

ス
キ
ー
（
低
学
年
用
）

〃

〃

応
接
セ
ッ
ト

〃

〃

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

〃

〃

映
写
機
・
撮
影
機

〃

〃

　　　　　　　　　　　㊨　　　　　㊧

処
理
セ
ン

　
五
月
一
日
の
供
用
開
始
に
向
け
て

急
ピ
ッ
チ
で
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の

各
種
機
械
の
点
検
、
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
処
理
開
始
に
先
が
け
て

下
水
処
理
セ
ン
タ
：
を
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
、
下
水
道
に

つ
い
て
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め

次
の
と
お
り
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー タ

ー

　受益者負担金の納付を
　下水道事業受益者負担金の57年度第4期の

納期限は、3月31日です。まだお済みで萱い

方は、早目に市役所か最寄りの金融機関にて

納付ください。

　
　
　
一
般
公
開

を
一
般
公
開
し
ま
す
。
見
学
希
望
の

方
は
前
日
ま
で
に
下
水
道
課
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
四
月
十
八
日
（
月
）

午
前
の
部
…
午
前
十
時
～
十
二
時

午
後
の
部
…
午
後
二
時
～
午
後
四
時

集
合
場
所
　
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー

　
（
下
川
原
地
内
、
盈
七
1
0
四
九

　
〇
番
）

排
水
設
備
工
事
の
受
付
は
じ
ま
る

　
市
で
は
五
月
一
日
に
下
水
道
の
供

用
開
始
を
す
る
に
あ
た
り
．
処
理
区

域
の
方
々
に
一
日
も
早
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
各
家
庭
や
事
業
所

か
ら
下
水
道
に
つ
な
ぎ
込
む
工
事
や
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
工
事
（
こ
れ
ら

を
排
水
設
備
等
工
事
と
い
い
ま
す
。
）

の
申
請
の
受
付
を
三
月
一
日
か
ら
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
市
が
指
定
す
る
工

事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
家
庭
の
排
水
設
備
工
事
に

市
の
融
資
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
の

申
込
み
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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のの

醤羅

鰯　離謹il
99■一
り　の　　　　　　

の

　
家
庭
奉
仕
員
は
、
身
体
上
ま
た
は

精
神
上
の
障
害
か
ら
い
つ
も
介
護
が

必
要
な
老
人
、
身
体
障
害
児
・
者
の

い
る
世
帯
に
出
向
い
て
、
家
事
や
介

護
の
お
手
伝
い
を
す
る
人
で
す
。

　
十
日
町
市
に
は
三
人
の
家
庭
奉
仕

員
が
お
り
、
そ
の
う
ち
ふ
た
り
は
老

人
を
、
ひ
と
り
は
身
体
障
害
者
を
担

　　磁繋

惣蝋．、

ノ．、纐’ρ♪繊、一ノ

当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
四
月
一
日
か
ら
改
正

さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
三

つ
で
す
。

qD

派
遣
回
数
・
時
問
数
の
増

　
今
ま
で
一
週
間
二
回
を
基
準
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
日

四
時
間
、
一
週
六
日
、
一
週
間
当
た

り
延
十
八
時
間
以
内
と
な
り
ま
す
。

ω
臨
時
的
な
派
遣
希
望
へ
の
対
応

　
今
ま
で
は
長
期
間
介
護
が
必
要
な

入
へ
の
お
世
話
が
中
心
で
し
た
が
、

新
た
に
臨
時
的
な
ご
希
望
に
も
お
こ

た
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
病
気
や
け
が
等
に
よ

っ
て
一
時
的
に
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
ま
た
介
護
者
が
病
気
に
な

　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
～

ね
た
き
り
老
人
対
象
に
㊨
㊨
⑱

　
　
　
　
　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始
．

　
　
ね
た
き
り
老
人
の
入
浴
は
家
庭
で

　
は
た
い
へ
ん
困
難
で
す
。
津
南
町
に

　
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福

　
園
」
で
は
施
設
の
特
殊
浴
槽
を
利
用

　
し
て
、
次
の
よ
う
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

◆◆◆

嚇
を
行
っ
て
い
ま
す
・

～・
ω
対
象
　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

　
で
、
常
時
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
り

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
人

　
⑬
入
浴
日
　
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

　
（
施
設
の
つ
ご
う
で
変
更
あ
り
）

　
　
◆
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

⑥
送
迎
　
恵
福
園
の
入
浴
輸
送
車

ラ＠
つ
き
そ
い
　
家
族
一
名
、
家
庭
奉

仕
員
ま
た
は
施
設
職
員
一
名

㈲
入
浴
介
助
　
施
設
職
員

㈲
費
用
　
県
の
定
め
に
よ
り
、
利
用

者
が
八
百
五
円
、
市
が
三
千
五
百
二

十
四
円
負
担
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
智
七
ー
三
一
二

番
内
線
二
一
六
）
へ
。

～
～
～

◆

っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
も
派
遣
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑥
派
遣
対
象
の
拡
大

　
派
遣
は
原
則
と
し
て
生
計
中
心
者

が
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
世

帯
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

制
限
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
家

庭
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
仕
事
に
し

て
い
る
人
が
民
間
に
も
な
か
な
か
み

つ
か
ら
な
い
現
状
を
考
慮
し
て
の
改

正
で
す
。

　
家
庭
奉
仕
員
派
遣
が
一
部
有
料
に

な
り
ま
す
。

　
第
三
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
、
そ

の
世
帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
派
遣

に
要
し
た
費
用
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
金
額
等
は
次
の
通

り
で
す
。

利
用
世
帯
の
階
層
区
分

利
用
者
負
担
額

（
一
時
間
当
た
り
）

生
計
中
心
者
が
前
年
所

得
税
を
課
せ
ら
れ
て
い

な
　
　
い
　
世
　
帯

無
　
　
　
料

生
計
中
心
者
が
前
年
所

得
税
課
税
年
額
が
三
万

円
未
満
の
世
帯

二
九
〇
円

生
計
中
心
者
が
前
年
所

得
税
課
税
年
額
が
三
万

円
以
上
の
世
帯

五
八
○
円

　
家
庭
奉
仕
員
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
十
日
町
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
奮
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
一
六
）
へ
。

一
5
a
：
且
…
…
唇
：
：
置
：
－
一
：
：
－
：
，
：
－
：
：
：
：
－
：
：
巴
－
：
－
『
－
…
：
，
6
：
：
－
：
－
：
：
－
：
：
：
－
－
：
：
：
－
：
：
：
－
巳
8
：
：
量
：
：
巳
：
：
：
：
：
－
：

一一一一リロ

㎜
医
療
費
の
額
を

一一ロ　

｝
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

一一しの

一
　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
昨
年
十
二

リロ

一
月
に
お
医
者
さ
ん
で
受
診
さ
れ
た
際

ロロ

一
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

リロ

一
　
こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、
健
康

じロ

一
と
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
考
え
て

一ド

一
み
て
く
だ
さ
い
。

一ロ

一
　
　
　
国
民
健
康
保
険
は

臼ロ

…
　
加
入
者
が
ふ
だ
ん
か
ら
お
金
を
出

ロ

…
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ

　

皿
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
あ

ロ

…
て
よ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
目
的
と

り

…
し
た
制
度
で
す
。

｝
』
　
　
　
国
保
を
さ
さ
え
る

り

｝
　
　
　
　
　
　
保
険
料

曹一甲一一一ロ

…
保
険
証
を

甲一一ロ

…
　
　
更
新
し
ま
す

曹ロリ

一
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が

ロし

…
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

ロ

…
者
証
は
、
は
だ
色
で
、
有
効
期
問
は

　

～
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
年
三

ロ

『
月
三
十
一
日
で
す
。

ロ

…
　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
三
月
十
九

ロ

…
日
現
在
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ロ

皿
そ
の
後
の
転
居
、
転
出
、
国
保
の
加

ロ

皿
入
、
脱
退
な
ど
の
異
動
の
届
出
を
す

ロ

…
る
と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

｝
一
持
参
の
上
、
市
民
生
活
課
の
窓
口
で

一
『
訂
正
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
一
　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
三
月
三

一
一
十
日
頃
ま
で
に
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

甲

　
皆
さ
ん
の
か
か
っ
た
医
療
費
の
七

割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
が
、
そ
の

財
源
は
国
庫
負
担
と
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
国
保
制
度
は
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
被
保
険

者
の
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。
期
日
ま

で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
な
ぜ
医
療
費
が

　
　
　
　
　
　
ふ
え
る
の
か

　
医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、

一
、
生
活
水
準
が
向
上
し
、
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
人
が
増
え
た
こ
と
。

二
、
医
学
が
進
歩
し
、
高
度
の
検
査

や
治
療
法
が
保
険
に
採
用
さ
れ
る
よ

て
配
布
し
ま
す
。

　
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
（
う

す
水
色
）
．
は
、
三
月
三
十
一
日
で
無

効
に
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
一
日
以

降
に
嘱
託
員
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
⑧
・
㊥
の
被
保
険
者
証
で
、
そ
の

有
効
期
限
が
五
月
一
日
以
降
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
新
し
く
作
成
し
て
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
申
出
に
よ
り
作
成
し
ま
す

の
で
、
必
要
な
と
き
は
、
市
民
生
活

課
の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
保
険
証
の
取
扱
い

　
　
　
　
　
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を

一
、
交
付
を
受
け
た
ら
氏
名
・
生
年

月
日
な
ど
の
記
載
事
項
を
確
認
し
、

注
意
事
項
も
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

う
に
な
っ
た
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
医
療
費
は
節
約
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
か
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
病
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

場
合
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は
当
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皆
さ
ん
の
心
構
え
や
考
え
方
に
よ
っ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
、
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

よ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

二
、
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
受
診
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

さ
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
、
ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

四
、
薬
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

五
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
、
診
療
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
持
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

参
し
、
長
期
に
わ
た
る
診
療
の
場
合
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

は
、
月
に
一
回
は
、
必
ず
、
医
療
機
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ま
た
、
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

た
老
人
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る
人
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

は
健
康
手
帳
も
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所
で
、
被
用
者
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

保
険
に
加
入
し
て
離
職
し
た
と
き
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

市
民
生
活
課
の
窓
口
で
、
国
民
健
康
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

保
険
に
加
入
す
る
届
出
を
し
て
く
だ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

さ
い
（
離
職
証
明
書
と
印
か
ん
が
必
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

要
で
す
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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月
　
ン

　
　
　
燃
、
、

難
毒
ヲ
▼蝋

5
オ

使
用
織
難
課
謹
鰍
．
嶺
し
た

U
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
町
六
丁
目
地
内
に
建
設
し
て
い

た
産
業
物
産
館
「
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
」

（
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
）
の
、
二
ヵ
年
に
わ
た
る
建
設

工
事
も
順
調
に
進
み
、
い
よ
い
よ
五

月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
絹
織
物
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
産

業
の
振
興
と
文
化
教
養
の
場
と
し
て

さ
ら
に
新
し
い
観
光
の
拠
点
と
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
施
設
と
し
て
は
、
二
階
に
音

響
、
照
明
完
備
の
多
目
的
大
ホ
ー
ル
、

百
六
十
二
畳
敷
の
展
示
ホ
ー
ル
。
三

階
は
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
タ
イ
プ
の

中
ホ
ー
ル
、
二
つ
の
会
議
室
、
水
屋

つ
き
の
和
室
、
四
階
は
研
修
の
た
め

の
各
室
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
食
事
処
、
展
示
パ

ネ
ル
な
ど
も
備
え
ら
れ
て
あ
り
、
展

示
会
、
販
売
会
、
講
演
会
、
研
修
会
、

美
術
展
、
音
楽
会
、
あ
る
い
は
各
種

集
会
、
会
議
、
宴
会
、
パ
ー
テ
ィ
な

ど
多
様
な
催
事
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
事
務
局
で
は
、
オ
ー
プ
ン
を

前
に
「
世
界
の
緋
展
」
や
「
平
山
郁

夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」
な
ど
の
特
別

展
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
、
施
設
の
使
用
規
程
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
　
　
開
館
時
問

　
午
前
九
時
～
午
後
十
時

　
　
　
休
館
日

　
年
中
無
休
（
※
た
だ
し
、
年
末
年

始
の
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日

ま
で
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
）

　
　
　
利
用
の
方
法

　
大
ホ
ー
ル
、
展
示
ホ
ー
ル
、
グ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル
、
バ
ザ
ー
ル
広
場
は
、

使
用
日
の
十
ヵ
月
前
、
そ
の
他
の
施

設
は
五
ヵ
月
前
か
ら
受
付
て
い
ま
す
。

　
　
　
使
用
料

　
左
表
の
と
お
り
で
す

　
　
　
使
用
申
込
み
先

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
管
理

事
務
室
（
盈
七
－
二
三
二
三
番
）
に

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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施
，

設　名

時間区分 午前
（9時一12時〉

午後
（13時一17時）

夜間
（18時～22時）

昼間
（9時～17時）

午後液間

（13時～22時）

全日
（9時～22時〉

面積（㎡）

大　　ホ　ー　　ル 528 　円25，000 　円28，000 　円30，000 　円45，000 　円48，000 　円55，000

第　　1　楽　　屋 21 1，000 1，000 1，200 1，500 2，000 2，500

第　　2　楽　　屋 34 1，500 1，500 1，700 2，500 3，000 3，500

第　　3　楽　　屋 24 1，000 1，000 1，200 1，500 2，000 2，500

展　示　ホ　ー　ル 326 13，000 15，000 18，000 25，000 30，000 35，000

中　　ホ　ー　ル 175 8，000 10，000 12，000 15，000 20，000 25，000

第　1　会　議　室 75 3，500 4，000 4，500 5，000 7，000 7，500

第　2　会　議　室 62 2，700 3，000 3，500 4，000 5，000 5，500

集会室（和室） 70 3，500 4，000 4，500 5，000 7，000 8，000

研　　　修　　　室 136 2，700 3，000 3，500 4，000 5，000 5，500

グラ　ン　ド　ホール 261 13，000 15，000 18，000 25，000 30，000 35，000

2　階　ロ　ビ　ー 246 7，000 8，000 8，500 12，000 15，000 18，000

バザール広場 670 10，000 13，000 15，000 20，000 25，000 30，000

設　備　関　係

大ホール照明器具 一式 10，000 10，000 10，000 14，000 14，000 20，000

大ホール音響器具 一式 5，000 5，000 5，000 7，000 7，000 10，000

16ミリ発声映写機 1台 2，000 2，000 2，000 3，000 3，000 5，000

スライドプロジェクター 1台 1，000 1，000 1，000 1，500 1，500 2，000

オーバーヘッドプロジェクター 1台 1，000 1，000 1，000 1，500 1，500 2，000

　その他特殊な設備で使用料が必要なものがあります。
※

①営利や営業で使用する場合の使用料は10割増し。

②入場料を徴収したり、会員券等を発行する場合は10割
　増し。ただし、500円以下の場合は5割増し。

③冷暖房使用料は2割増し。
④準備や現状に戻すために使う場合の使用料は半額。

⑤超過使用の場合は、超えた時間区分の時間割による使
　用料。

⑥振興センターの出資団体や地域内の産業関係団体が産

　業振興に使用する場合は、減免措置があります。
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ミ
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§
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§
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ミ
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ミ
聖
§
き
§
き
唾
ミ
妻
雪
』

田
村
　
和
男
（
川
西
町
）

渡
辺
　
栄
松
《
千
代
田
町
）

大
島
ウ
メ
ノ
（
田
中
町
本
通
り
》

関
ロ
　
シ
ン
〈
本
町
六
）

中
里
村
史
編
さ
ん
室

新
潟
県
史
編
さ
ん
窒

湯
沢
　
俊
雄
（
学
校
町
）

長
谷
川
一
郎
（
下
山
）

池
田
　
　
　
｛
亨
（
ふ
ハ
田
瞬
じ

佐
藤
　
ス
ギ
（
田
川
町
二
）

国
士
館
大
学
文
学
部

中
林
　
喜
美
（
若
宮
町
）

大
島
キ
ク
エ
（
稲
荷
町
三
）

大
島
茂
｛
郎
（
若
宮
町
）

博物館資料
B
S
肘

ありがとうございました

（57年12月～58年2月分）

蕪
木
　
ハ
ル
（
袋
町
中
）

中
林
　
ノ
ブ
（
泉
町
）

柳
　
　
　
実
（
泉
町
）

大
塚
　
キ
サ
（
六
日
町
）

中
林
　
祥
二
（
西
浦
町
東
）

睦
織
物
㈱
（
新
座
）

大
久
保
　
健
（
新
座
）

新
大
人
文
学
部
考
古
学
研
究
室

池
田
は
つ
枝
（
稲
荷
町
四
）

桑
原
　
　
孝
く
湯
沢
町
）

池
田
　
タ
マ
、
（
轟
木
）

高
橋
　
栄
作
（
小
泉
第
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
／
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黛
窮

市
長
、
市
議
会
議
員
の
三
つ
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
選
挙
も
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
直
接
つ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　
“
明
日
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
行
使
し
ま
し
ょ

う
。
”

■

■

　
第
十
回
統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、
本
県
で
は
県
議
会
議
員
選
挙
が
来
る
四
月
十
日
に
、
当
市
で
は
市
議

会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
が
四
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
は
、
主
権
在
民
の
基
礎
と
し
て
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
正
し
い
行
使
に
よ
る
明
る
い
選
挙
が
民
主

政
治
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
態
に
お
い
て
は
安
易
に
棄
権
す
る
な
ど
選
挙
に
無
関
心
者
が
い
た
り
、
ま
た
、
依

然
と
し
て
選
挙
違
反
が
絶
え
な
い
こ
と
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
政
治
・
選
挙
の
浄
化
、
倫
理
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
お
り
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
た
び
の
選

挙
が
有
権
者
の
投
票
総
参
加
に
よ
る
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
と
な
る
よ
う
強
力
な
運
動
を
推
進
い
た
す
所

存
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
有
権
者
一
人
一
人
の
自
覚
と
選
挙
運
動
関
係
者
の
良
識
あ

る
行
動
に
大
き
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
政
党
、
候
補
者
及
び
選
挙
運
動
関
係
者
は
、
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
行

す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
＋
八
年
三
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

県
議
会
議
員
選
挙

　
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
月
十
日
㈹
で
す
。
こ

の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、
三
月
二
十
七
日
現

在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
ひ
と
で
す
。
登

録
資
格
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
ま

で
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

引
き
続
き
十
日
町
市
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
四

月
十
日
ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
八
年
四
月

十
一
日
以
前
生
ま
れ
）
に
な
っ
た
人
で
す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
一
日
頃
、
市
政
事
務

嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

バ（
㌶

。
・
σ

ぢ緬5㈱
⊂コ乙コXX∠

茄
議
酷
〉

⇒　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
上
村
誠
作
会
長
）
で
は

去
る
一
一
一
月
九
日
明
る
い
選
挙
推
進
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い
、

　
　
　
　
　
四
月
に
執
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
を
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
決
議
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
表
し
ま
し
た
。

選
挙

県
議
選
立
会
演
説
会
．

、
④
四
月
七
日
㊥
午
後
七
時
か
ら

　
　
　
　
下
条
中
学
絞
体
育
館

◎
四
月
八
日
③

　
　
　
十
臼
町
市
市
民
体
育
館

　
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
、
四

月
二
十
四
日
㈹
で
す
。
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き

る
ひ
と
は
、
四
月
十
二
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
ひ
と
で
、
登
録
資
格
は
、
昭
和

五
十
八
年
一
月
十
二
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町

市
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
四
月
二
十
四
日
ま

で
に
満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
で
す
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
十
四
日
頃
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

市
長
選
立
会
演
説
会

※
「
い
ろ
い
ろ
な
投
票
制
度
」
…
…
裏
面
に
あ
り
ま
す
。

十日町市選挙管理委員会
十日町市明るい選挙推進協議会



　　ご利用

“ください！グ
卿
区

黛い

　
投
票
は
，
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
￥
直
接

自
分
で
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
投
票
日
に
自
分

で
投
票
で
き
な
い
ひ
と
の
た
め
に
“
不
在
者
投
票
”
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
の
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
，
出
来
る
だ
け
棄
権
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（
な
お
．
郵
便
投
票
に
つ
い
て
は
，

市
報
と
お
か
ま
ち
三
月
十
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　
投
票
日
の
当
日
に
、
旅
行
や
そ
の

他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
自
ら
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
各
選
挙
と
も
告
示
の
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
で
、
時
間
は
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
で
す
。

　
場
所
は
、
市
役
所
二
階
の
選
挙
事

務
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

に
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
八

日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
十

日
町
市
に
転
入
し
た
人
は
、
十
日
町

　
0劣

暴
選

市
長
の
発
行
す
る
”
居
住
証
明
書
”

（
市
役
所
市
民
生
活
課
窓
口
で
発
行

し
ま
す
）
を
持
参
す
れ
ば
、
前
の
住

所
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
等
、
勤
務
の
都
合
で
市
外

に
居
住
し
て
い
る
人
の
不
在
者
投
票

は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
ま
で
期

間
が
短
か
い
の
で
お
早
目
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
不
在
者
投
票
の
方

法
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ω
家
族
の
人
、
ま
た
は
代
理
人
が
、

十
日
町
市
の
選
管
か
ら
不
在
者
投
票

用
紙
等
交
付
請
求
書
の
用
紙
を
も
ら

翰
離
・

畠

○繊
翻

が3く

し瑠川”

⇔
　ノ3、るさヒヘ〃

、ε　9：～妙
○　　　　　　へ

肺灘　柵槻ノ

9●‘

覇
／

　9も
●

o

い
、
出
稼
ぎ
先
の
本
人
に
送
り
ま
す
。

　
ω
本
人
は
、
そ
の
請
求
書
に
必
要

な
事
項
を
記
入
し
、
十
日
町
市
選
管

に
送
り
ま
す
。
（
投
票
用
紙
の
請
求
）

　
⑥
選
管
が
、
そ
の
請
求
書
に
よ
り

「
投
票
用
紙
」
　
「
不
在
者
投
票
用
封

筒
」
　
「
証
明
書
」
を
本
人
に
送
り
ま

す
。　

㈲
本
人
は
、
　
「
証
明
書
」
を
開
封

し
な
い
で
「
投
票
用
紙
」
と
と
も
に
、

そ
の
居
住
地
の
市
町
村
の
選
管
に
い

っ
て
投
票
を
し
ま
す
。

　
㈲
居
住
地
の
選
管
か
ら
、
十
日
町

市
の
選
管
に
送
付
さ
れ
て
来
ま
す
。

（
注
意
）
　
ω
・
ω
は
、
告
示
前
で

も
可
能
で
す
。
⑬
の
場
合
は
、
告
示

の
日
以
降
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
、
候
補
者
の
氏
名
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
ひ
と
の
た
め

に
、
　
「
代
理
投
票
」
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
さ
れ
る
人
は
、
選
挙

の
当
日
に
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助

者
が
決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し

た
候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の

一
人
が
立
ち
会
っ
て
確
認
し
、
代
理

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
投
票
を
補
助
し
た
二

人
は
、
そ
の
秘
密
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
代
理
投
票
を
依
頼
し
た
人

の
投
票
の
秘
密
は
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。

編
あ仕ビ

霧蜘孟
し

可

　
、
殴

、

目の〒自由は方も〉”””は間時の票投く

　目の不自由なかたは点字

によって投票することがで

きます。

　投票日の当日遠慮なく係

員に申し出てください。

姦　各投票所とも午前7時

から投票が始まります。

　閉じる時間は、各投票

所ごとに違いますので、

入場券に記入してある時

間をたしかめてください。

唖
．
暑

’
●。

ラ
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市民体育館（智7－5208番）

転畦

4月の主なスポーツ行事
期日 曜日 大会　・行事 会　　場 主催・共催

％ 日 十日町市農協球技大会 市民体　　館 市　　農　　協
子バスケットボールリーグ 十日町中学校 バスケット　云

％ 日 郡市軟式卓球大会 市民体育館 市卓球協会

％ 日
県　　　エ　卓　球　　　会 民体　　館 市卓球協会
季バスケットボールリーグ 　、ノ、　子一　父 バスケット　云

％ ⑥ ＝色こ　古　六　　球　　ム ｛

卓琳協会
春季バスケットボールリーグ 川治小1学校 バスケットt云

体
力
つ
く
り
㎜
日
運
動

達
成
認
定
証
授
与

n
釜

．“紐雛鹸疎イ緊

100日達成黛

砺淘禦教窟委“望

　
”
家
族
み
ん
な
で
一
汗
運
動
”
を

合
言
葉
に
、
県
教
育
委
員
会
で
実
施

し
た
、
体
力
つ
く
り
百
日
運
動
に
は

市
内
か
ら
、
百
四
十
五
家
族
、
四
百

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
百
日
運
動
を
達
成
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
四
月
中
旬
、
県
教
育
委
員
会

の
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

⑯＠⑭バスケット・リーグ試合結果

3月6日（日）市民体育館
　（男子）　ll1治体協　31－29　ルーズ
　　　　　　　（1勝）　　　　　（1敗）

　　　　　　市役所A　42－18　マルス
　　　　　　　（1勝）　　　　　（1敗）
　　　　　　十日町コスモス　2－0　津南町体協（棄権）
　　　　　　　　　（1勝〉　　　　　　　（1敗）
　　　　　　吉田バスケットクラブ　56－28　市役所B
　　　　　　　　　　（1勝）　　　　　　　　（1敗）

　　　　　　下町クラブ　57－28　KBCもどき
　　　　　　　（1　勝）　　　　　　（1敗）
　（女子）　十日町高校　37－28　十日町クラブ
　　　　　　　（1　勝）　　　　　　（1敗）
3月13日（日）十日町高校

　（男子）　ルーズ　32－24　パーソナルバスケットクラブ
　　　　　　（1勝1敗）　　　　　　　　　（1　敗）

　　　　　　川治体協　48－28　十日町実業高校
　　　　　　　（2勝）　　　　　　（1　敗）
　　　　　　中条バスケット同好会　49－27　十日町コスモス
　　　　　　　　　　（1勝）　　　　　　　　（1勝1敗）
　　　　　　　マルス　40－16　津南体協
　　　　　　（1勝1敗）　　　　　（1敗）
　　　　　　吉田バスケ・ソトボールクラブ　49－37　下町クラブ
　　　　　　　　　　　　（2勝）　　　　　　　　（1勝1敗）
　　　　　　N　RU（国労）　58－24　オリーブブ

）
一
敗

リ
ー
協

オ
（

国
）
校
）
校
3
8

（
勝
高
勝
学

U
－
町

R
（

N

　（女子）　十日町高校　42－18　津南体協
　　　　　　　（2　勝）　　　　　（1敗）
3月20日（日）中条中学校体育館
　（男子）　ルーズ　38－35　十日町実業高校
　　　　　　（2勝1敗）　　　　　　（2敗）
　　　　　　南　陵　76－53　川治体協
　　　　　　（1勝）　　　　（2勝1敗）
　　　　　　市役所A　45－18　津南体協
　　　　　　　（2勝）　　　　　（3敗）
　　　　　　中条同好会　55－36　マルス
　　　　　　　（2勝）　　　　（1勝2敗）
　　　　　　N　R　N　2　キケン　0　市役所B
　　　　　　（2勝）　　　　　　　　　　（2敗）

　　　　　　KBCもどき　22－16　オリーブ
　　　　　　　（1勝1敗）　　　　　（2敗）
　（女子）　十日町クラブ　2　キケン　0　津南体協
　　　　　　　（1勝1敗）　　　　　　　　（2敗）

い

い
汗
流
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
主
に
学
校
開
放

市体指会長

宮入健一さん

　
市
民
の
健
康
、
体
指
と
共
に
！
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
私
達
市
体

育
指
導
委
員
（
二
十
五
名
）
は
活
動

を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
日
頃
あ
ま
り
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
い
な
い
人
達
、
婦
人
、

壮
年
、
初
心
者
を
対
象
に
各
種
ス
ポ

ー
ッ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
行
事
な
ど
を
通
し
て

市
民
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

を
利
用
し
、
市
内
九
会
場
で
毎
週
一

回
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
あ

る
種
目
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
老

若
男
女
、
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
を
流

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
名

う
っ
て
一
会
場
十
週
だ
け
（
七
会
場

あ
り
）
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
種
目
等
を
巡
回
車
に
用
具

を
用
意
し
て
出
か
け
、
地
域
民
が
誰

で
も
気
軽
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

健
康
な
体
力
づ
く
り
に
と
呼
び
か
け
、

ス
ポ
！
ツ
の
輪
を
よ
り
深
く
、
広
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
、
市
民
全
員
の

体
育
活
動
と
し
て
四
年
に
一
回
の
市

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム

と
も
大
変
な
熱
の
入
れ
よ
う
で
、
大

成
功
で
し
た
。
私
達
体
育
指
導
委
員

も
、
市
民
体
育
大
会
の
レ
タ
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
種
目
を
担
当
し
、
企
画
、
計

画
、
実
施
と
進
め
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
共
に
活
動
で
き
た
喜
び
と
、
そ
の

節
々
で
各
チ
ー
ム
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
思

う
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
場
合

会
場
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
ま
す
が

参
加
者
が
も
う
一
歩
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。
今
後
は
、
広
報
活
動
に
工

夫
を
こ
ら
し
、
私
達
の
指
導
面
に
も

反
省
を
加
え
な
が
ら
、
各
教
室
の
参

加
者
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、
い
い
汗

の
流
せ
る
教
室
に
向
っ
て
研
修
を
つ

ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

良
い
器
に
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
庭

　
十
日
町
市
の
体
育
協
会
が
、
県
下

各
都
市
の
体
協
と
比
べ
て
き
わ
立
っ

た
特
徴
は
、
組
織
の
上
で
、
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
ざ
す

種
目
別
の
単
位
協
会
と
、
地
域
の
体

育
普
及
と
親
睦
、
融
和
を
は
か
る
各

地
区
体
協
の
二
本
の
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
市
民
の
健
康
と
明
る
い
地
域
社
会

を
作
る
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
仕
組

み
が
非
常
に
う
ま
く
作
動
し
て
い
る
の

い
中
味
を

は
他
の
都
市
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

よ
そ
か
ら
と
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
選
手
強
化
が
は
か
ら
れ
、
ス
キ
ー

の
楮
沢
、
本
間
両
選
手
や
空
手
、
陸
上

な
ど
多
く
の
種
目
で
県
下
は
も
と
よ

り
、
全
国
に
通
ず
る
成
果
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
は
市
民
周
知
の
所
で
す
。

市
民
全
般
と
し
て
も
、
四
年
に
一
度

の
市
民
体
育
大
会
を
筆
頭
に
市
民
皆

ス
ポ
ー
ツ
を
旗
印
に
す
る
十
日
町
市

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
施
設
の
面
を
み
て
も
、
県
下
に
誇

れ
る
笹
山
野
球
場
の
完
成
を
み
、
今

夏
に
は
プ
ロ
野
球
の
招
へ
い
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
克
雪
型
の
総
合
体
育
館
も
今
年
か

ら
着
工
さ
れ
、
来
秋
過
ぎ
に
は
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
ご
く
近
い
将
来
、
公
認
の
陸
上

競
技
場
も
造
成
さ
れ
、
市
民
体
育
大

会
の
会
場
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
競

技
の
基
礎
と
な
る
陸
上
競
技
や
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
に
も
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
良
い
器
が
着
々
と
出
来
て
き
ま
す

が
、
そ
の
中
身
は
私
達
市
民
で
す
。

有
効
に
利
用
し
、
他
に
誇
れ
る
十
日

町
市
と
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　
市
体
育
協
会
と
し
て
も
競
技
ス
ポ

ー
ツ
は
も
と
よ
り
、
大
衆
ス
ポ
ー
ツ

の
育
成
を
は
か
る
べ
く
一
層
の
努
力

を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
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　おかげさまで，目動車文庫こだま号も，今年で／0年目の春を

迎えました。たくさんのご利用ありがとうございます。

　今まで以上に、気軽に有効にご利用いただけるよう、新刊図

書をたくさん積んで、各地区を巡回します。　　　　　　　　懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗
　どなたでも，お気軽にステ＿ションにお立ち寄りください。　灘

小さなお子さんも，大歓迎です。

盤

　　　、騨

燕

泌紳熱、あで醗と慈蕊懸

回
巡 ス　テ 　　、一　　ン ヨ　ン と時 問 日召58．4．4～日召58．11．30

日
コース

午　前 午 後 夜　　　　間

第1・3 六　箇 六箇山谷 田　麦 田　麦 城之古

1：30～2：00 2：20～2：50 3：00～3：30 3：50～4：20
月 城之古 山谷公民館入口 田麦公民館前 六箇小学校前 城之古分館前

第1・3 飛　渡 新　水、 山新田 三ツ山 泉　町 春日町 美雪町

12：30～1：10 1：30～2：00 3：00～3：30 5：20～6：00 6：10～6：50 7：00～7：40

火 夜間①
飛一小学校前 飛二小学校前 稲原分館前 大勇仏具店倉庫前 春日公園 美雪公園

第1・3 下　条 岩　野 漉　野 水　口 原 上新田 田川町

11：00～11：30 1：05～1：30 1：50～2：20 2：40～3：10 3：20～3：50 4：10～4：40
水 田川町

岩野クラブ 東下組小学校前 下組分館前 小林良章宅前 上新田分館前 市営住宅前

第1・3 新　宮 南ケ丘団地 太田島 水　沢 馬　場 大黒沢

水　沢 11：00～11：30 1：20～1：50 2：10～2：40 2：50～3：20 3：30～4：00 4：15～4：45
金

集会所跡 三恵堂前 小牧神社 丸山醤油前 馬場小学校前 団地広場

第2・4 上川町 本町7の2 田中町 稲荷町3南 住吉町

十日町 11：00～11：30 2：00～2：30 2：40～3：10 3：20～3：50 4：00～4：30
月

第四銀行寮前 染色整理組合 撚亀工場脇 大掛商事前 関口秀雄宅前

第2・4 川　治 北新田 谷内丑 川治上町 関　根 池之平 稲荷町 西本町 四日町新田

11：00～11：30 1：20～1：50 2：00～2：30 2：40～3：10 3：30～4：00 5：20～6＝00 6：10～6：50 7：00～7：40
火 夜間② だいせい食堂前 集会所裏 新川屋建設前 関根分館前 八箇小学校前 東武運輸跡 西小学校入口 市営住宅入口

第2・4 中　条 本町6の3 四日町 新　座 上　原 中　町 高田町3南
11：00～11：30 1：30～2：00 2：10～2：40 2：50～3：10 3：20～3：50 4：10～4：40

水 高田町3南
大津　実宅脇 二瓶砂利車庫前 辰巳建設前 大熊勇二宅前 円通寺入口 保　健　所

第2・4 南鐙坂 高　島 鉢 小　泉 稲　葉

金
吉　田 12：50～1：30 1：40～2：10 2：30～3：00 3：30～4：00 4：10～4：40

鐙島小学校前 涌井コンクリート前 ふるさと会館前 三浦屋商店前 十二社前

　　　　　　　り“◆“ひゆ◆雛◆・瀞◆・瀞◆・慶φ・瀞rひ蔚◆ψゆ・煽｛ひ“◆・雛ゆ噌φ・瀞φ・瀞◆“ひ瀞◆・ゆ◆・ψ◆蔚φ・瀞ゆ・誕

毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　争

　　　婦人電気教室開催
●期　間…4月～10月（7回）　6受講料…1，000円

●時　間…午後1時半～4時　●締切り…4月10日

●申込み…東北電力十日町営業所（雪2－3107番）

●内　容…電気の基礎知識・視察・修理実習など

“あなたの20歳の記録に私の20歳を

綴ってみませんか”一20歳の記録原稿募集一

●テーマ……自由です　●字　数……2，000字以内

●締切り……3月31日　●あて先……公民館本館

　　詳細は2月25日付「市報とおかまち」を
都φ．ψゆ．瀞→．ゆ◆．卓φ．“つ．ψづ“→・“◆．瀞φ．痢っ．“φ．ψψ．瀞◆ψ◆瀞φ．瀞◆ψφ壷ゆ瀞◆．ψ◆．卓◆噌6
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　　　　　　／　　　　　　1　　　　　　　　　　　　自己開発と仲間づくりの場一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　哨　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　P　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　一　　　　　薗　　　　　一　　　　一　　　　－　　　　曹　　　一　　　曹　　　一　　一　　一　　一　　一　一　層　一
一一一

～58年度十日町青年学級生募集～

潮25歳までの青年ならどなた
　でもけっこうです。

・期間は4月～3月
・学習は毎週木曜日、夜7時
　～9時、コース毎に行いま
　す。コース学習は、専任講
　師が指導します。

・他に全体学習、スポーッ、

　レクリェーションなどを行
　ないます。

・経費は年間2，000円と教材
　費の実費。

囹開級式

　4月7日㈲夜7時～
　十日町市公民館

…仲間を豊そって参いでください

（9つのコースがあります）

師が指導します。

料理コース
・他に全体学習、スポーツ、

レクリェーションなどを行

心のこもった料理を ないます。

・経費は年間2，000円と教材
あの人に　　　。 費の実費。

焼物コース 映画評論コース

自作の焼物で飲む酒 映画の醍醐味を存分に

（お茶）の味は最高！ 満喫。

ミニコミコース 写真コース
ナウイフィーリングで レンズに

現代世相にせまろう。 あなたの感動を。

文学コース 美術コース
名作を片手に あなたの美的センスを

語りあおう。 キャンバスに。

ビデオコース タウンコース
あなたも名スタッフ！

ダイナミックな臨場感
目と足で確かめる

への挑戦。 ふる里十日町再発見！

　　　犬の登録と注射についてのお知らせ

　昭和58年度の犬の登録及び第1回狂犬病予防注射を裏

面日程表のとおり実施いたしますので、都合のよい会場

で受けられるようお知らせします。

　　※対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬

　　※持参するもの　（1）この申込書

　　　　　　　　　　（2）印鑑
　　　　　　　　　　（3）登録、注射料金

　　　　　　　　　　　　　　登録科2，100円
　　　　　　　　　　　　　　注射料金1，250円
　　　　　　　　　　　　　　注射済証　　360円
　　　　　　　　　　　　　　　計　　3，710円

犬の登録、注射申込書

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　中　　・　小

き
り
と
り
線

Nα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　一　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　騨　　　　　　　，　　　　　　　層　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　，　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　一　　　　曹　　　　口　　　曹　　　曹　　　一　　臼　　一　　騨　　一　聯　層　響
一薗一

　
小
出
保
健
所
内
に
魚
沼
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
狂
犬

病
の
予
防
業
務
を
は
じ
め
、
飼
犬
、

飼
猫
の
引
取
り
、
野
犬
の
捕
獲
、
放

し
飼
い
犬
の
取
締
り
や
苦
情
処
理
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
飼
犬
・
飼
猫
の
引
取
り

　
引
取
り
は
、
毎
週
木
曜
日
午
前
九

時
～
午
前
十
一
時
ま
で
十
日
町
保
健

所
で
行
い
ま
す
が
、
事
前
に
市
役
所

市
民
生
活
課
環
境
係
で
引
取
り
申
請

書
を
受
け
と
り
、
記
入
の
う
え
保
健

所
に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
の
日
時
以
外
は
引
取
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

おさそいあわせて

どうぞ！グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ

　
　
　
胃
　
　
　
．
　
　
属
》
　
4

三
月
二
十
九
日
㈹

　
　
　
　
夜
七
時
～
九
時

　
「
子
ど
も
と
共
に
学
ぶ
」

会
場
…
十
日
町
市
公
民
館

青春の仲間づくりの場

　　　　　川治青年講座へ
＝

「
い
ま
、
何
を
し
つ
け
る
べ
き
か
」

1
幼
児
期
の
し
つ
け
が
性
格
を
き
め
る
1

三
月
三
十
日
㈱
昼
一
時
半
～
四
時

9，

期問58年4月～59年3月
受講料　無料　教材費は各自負担

申込み　川治地区公民館（2－2223番）へ電話でも可

開講日　4月12日（幻夜7時～

場所川治地区公民館
講座の内容

／醗璽聾＼
俵谷正樹先生

（兵庫教育大学教授）

コース テ　　　ー　　　マ 講　師 学習日

いけ花
お花をとおして情操豊かな

生活と仲間づくり 大関君子
毎月

1、2、3火曜日

料理
実際に役立つ料理法を学ぶ

これからの食生活を考える

服飾専門学校

講師（予定）

毎月

1、2、3水曜日

体育
レ　タ

スポーツやレタリェーショ

ンで仲間づくりを

毎月

第4木曜日

公
民
館
利
用
団
体
の
申
込
み
は
四
月
十
日
ま
で

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
団
体

グ
ル
ー
プ
に
会
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　

昭
和
五
十
八
年
度
に
公
民
館
（
十

日
町
・
中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
下
条
・

教養講座を全体学習として行う。

水
沢
）
を
利
用
し
て
学
習
、
文
化
、

レ
タ
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い

た
い
団
体
の
申
し
込
み
を
四
月
十
日

ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※“十日町の人になりました、は都合により今回は休ませていただきました。

丁
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　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　i　　　　　　　　東下組生活改善センター　14：40～15：00　i
　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

主i　　　十日町十日町市民体育館10二30～11二30　i
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

治：　　　　　　　　　　　　　　：医i　六箇羽根川荘13：30～14：00i　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

と：　　　　　　　　　　　　　　　　　1
相i4／14川治八箇小学校14二30～15：00i
談：　　　　　　　　　　　　　　　：　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

をi　㈲　　 水沢公民館10：30～11：30i
し：　　　　　　　　　　　　　　　　：
てi　　水沢馬場飼育所13二30～14：10i
く：　　　　　　　　　　　　　　　：　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

だi　　　　野中小学校14：40～15：00i
さ：　　　　　　　　　　　　　　　　：　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

い：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：o　l＿一一一．．＿一＿．一一＿－曹一曹曹一曹曹一一讐曹．＿響一．＿一響．＿一甲甲一＿＿．－＿＿一－曹曹＿．一一甲一一甲＿．＿り＿暉一＿．一』

月／日
（曜） 地　区 会　　場　　名 時　　間

川　治 川　　治　公　民　館 10：30～11：30

吉　田　集　会　所 13：30～13二40

4／11

（月）
就業改善センター 13：50～14：20

吉　田

真　田　小　学　校 14二30～14：40

名　ケ　山　小　学　校 15：00～15二10

4／12

（幻

中　条 新水克雪センター 13二30～13：50

十日町 赤　倉　小　学　校 14：30～14二40

十日町 十　日　町　保　健　所 10：30～11：30

大　井　田　公　民　館 13：30～14：30

4／13

㈱

中　条

中　条　公　民　館 10：30～11：30

下　条　公　民　館 13：30～14：20
下　条

東下組生活改善センター 14：40～15：00

4／14

㈲

十日町 十日町市民体育館 　　●10二30～11二30

六　箇 羽　　根　　川　　荘 13：30～14：00

川　治 八　箇　小　学　校 14二30～15：00

水　沢　公　民　館 10：30～11：30

水　沢 馬　場　飼　育　所 13二30～14：10

野　　中　　小　学　　校 14：40～15：00

　
昭
和
五
十
八
年
春
季
小
児
マ
ヒ
生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

該
当
者
　
ω
一
回
目
…
昭
和
五
十
七

年
七
月
一
日
～
同
年
十
二
月
三
十
一

日
の
間
に
生
ま
れ
た
児
（
二
回
目
は

十
月
に
実
施
予
定
）
、
ω
二
回
目
…

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
～
同
年
六

月
三
十
日
の
間
に
生
ま
れ
た
児
、
㈹

そ
の
他
…
四
歳
末
満
の
児
で
、
ま
だ

投
与
を
受
け
て
い
な
い
児
と
、
一
回

し
か
受
け
て
い
な
い
児
。

投
与
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
で
、

二
回
投
与
、
都
合
で
間
隔
が
は
な
れ

た
場
合
で
も
必
ず
二
回
受
け
て
く
だ

さ
い
（
四
歳
以
上
の
児
は
、
予
防
接

種
法
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

料
金
　
無
料

投
与
前
の
注
意
…
子
供
の
健
康
状
態

を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
問
診
票
の
記

入
が
出
来
る
人
が
必
ず
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

・
投
与
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
。

・
投
与
日
の
朝
・
昼
体
温
測
定
を
。

・
か
ぜ
等
で
投
与
が
不
安
な
児
は
、

投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
児
　
・
発
熱

や
下
痢
を
し
て
い
る
児
、
著
し
い
栄

養
障
害
者
。
・
一
年
以
内
に
け
い
れ

ん
症
状
を
起
こ
し
た
児
。
・
三
種
混

合
、
二
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受
け

た
後
、
一
週
間
を
経
過
し
て
い
な
い

児
。
・
医
師
が
不
適
と
認
め
た
児
。

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
…
・
母
子
健

康
手
帳
　
・
印
か
ん
　
・
十
日
町
市

に
住
民
登
録
の
な
い
児
が
、
投
与
を

実
施
地
区
名

実
施
日

受
　
付
　
時
　
間

会
　
　
場

吉
　
田
　
地
　
区

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

4
月
8
日
働

午
後
1
時
4
5
分

　
　
～

午
後
2
時
1
5
分

いさだくてし守厳は間時付受

保
健
セ
ン
タ
ー

十
日
町
地
区

新
座
・
大
井
田
地
区

4
月
12
日
㈹

中
　
条
　
地
　
区

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

4
月
1
4
日
㈲

聯
I
l
唇
I
I
I
I
I
一
l
l
I
o
－
0
9
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
陰
腰
I
I
l
－
1
『

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
4
月
の
休
目
救
急
医
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
3
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
二

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
台
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
一

一一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
〇
日
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
二

一
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
　
　
　
　
智
5
の
2
0
0
3
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
ご

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
君
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
7
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
皿

一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畢

一
　
　
　
　
智
2
の
3
2
7
6
番
…

一騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
2
4
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
麿
2
の
2
5
8
1
番
一

∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
2
9
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
天
皇
誕
生
日
）
麿
2
の
2
9
5
7
番
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

受
け
た
い
場
合
は
、
住
民
登
録
の
あ

る
市
町
村
か
ら
予
防
接
種
依
頼
書
を

も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
※
前
記
の
も
の
を
忘
れ
る
と
投
与

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
診
票
記
入
に
つ
い
て

　
問
診
票
は
予
防
接
種
事
故
を
防
ぐ

た
め
重
要
な
も
の
で
す
。
保
護
者
で

な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も

　
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。
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灘

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

4
月
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

54

年
10
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
1
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
10
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

4
月
1
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57

年
12
月

生
れ
り
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

4
月
18
目

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57

年
6
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
訂
藩
鵬
嬰
昭
蕪
稿
甥
順
歯
科
検
診
が
脅
享
か
ら
歯

※
3
歳
6
ヵ
月
児
の
方
は
、
尿
検
査
を
し
ま
す
。
・

　
　
市
保
健
事
業
パ
ー
ト

　
　
　
募
集
ー
登
録
制
－

　
十
日
町
市
で
は
、
乳
幼
児
健
康
診

査
や
循
環
器
検
診
な
ど
の
保
健
事
業

を
パ
ー
ト
で
お
手
伝
い
い
た
だ
く
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
（
登
録
制
で
す
）

資
格
　
看
護
婦
、
保
健
婦
、
助
産
婦

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人
で

五
十
歳
未
満
の
人
。

募
集
（
登
録
）
人
員
　
若
干
名

仕
事
の
内
容
　
四
月
～
十
一
月
に
実

施
さ
れ
る
乳
幼
児
健
康
診
査
や
循
環

器
検
診
な
ど
の
お
手
伝
い
（
月
に
六

～
七
回
）

受
付
期
間
　
四
月
五
日
（
火
）
ま
で

申
込
み
ω
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

ω
看
護
婦
な
ど
の
資
格
証
明
書
の
写

を
添
え
て
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
智

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
三
三
）
へ

小
児
科
が
毎
日
診
療
に

　
　
　
　
1
四
月
か
ら
＊
十
日
町
病
院
で
1

　
県
立
十
日
町
病
院
で
は
￥
四
月
一
日
か
ら
小
児
科
が
毎
日
診

療
を
行
い
ま
す
（
日
曜
・
祭
日
は
休
み
で
す
）

　
受
付
時
間
と
診
療
時
間
は
．
他
の
科
と
同
じ
で
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
三
十
一
日
㈲
、
正
午
～
午

後
四
時
、
北
鐙
坂
第
一
、
北
鐙
坂
第

二
の
全
部
。
▼
四
月
八
日
働
、
午
前

九
時
～
午
後
一
時
、
高
島
第
一
、
高

島
第
二
の
各
一
部
、
▼
四
月
十
八
日

㈲
正
午
～
午
後
四
時
、
小
泉
第
二
、

小
泉
第
三
、
稲
葉
の
各
一
部
、
小
泉

第
一
、
吉
田
山
谷
の
全
部
。
▼
四
月

二
十
日
㈱
、
午
前
八
時
～
午
後
一
時
、

稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
の
一
部
、
▼

四
月
二
十
二
日
㈲
、
午
前
八
時
～
午

後
一
時
、
北
新
田
第
一
、
北
新
田
第

二
の
各
一
部
、
谷
内
丑
第
一
、
谷
内

丑
第
二
の
全
部
。


